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ている(藤平， 2009; Splett， Reflections， Maras， 
Gibson & Ball， 2011)。
職種間の協働に影響を及ぼす要因について指
摘している先行研究(藤井.J11合， 2012 ;菊地，










































れている (Handler，2008; T L]j. 2008; Tharinger， 

















































































して SC' 教育相談員 10名 (30~40代の男性 3
名， 20~30代の女性 7 名，平均勤務年数6.20年，
SD = 3.26) ，学級担任 8 名 (30~40代の男性 4
名， 20~40代の女性 4 名，平均勤務年数日.00




























































































~.f二三日 --CT 中，'i.9ーラ指導王1:用gとし。Qがてさみよう ι.なると .1ì.'.....~， つ
い"Jます ι とな?玄悲し:~(.~:.主 i-Iの.::::9ー担任りlt:土.~..~?攻、り..-'5:'.-t. V.:ιl~tし，ま士。
心理H・夜、は診断っていうふうには障害名を口に出すことは少ないので。 (111出)
・ i~ij えば「落ち着きのない生徒」っていうように.状態だけ伝えるようにしますの
( ヰ11 告) ・ {援í.tß抑助ぬ~rよÎ.友1
かなつて忠し、ますο絶対こうだだ、カかミ iらう'こうだろうっていうような言い方はしていな
し、ですね。
心f'll・ Hii.fまだ認し.>:1末法~'.(_j:…(積み主;な?.亡日など法 1;皆で、(土手照明!角t?1を)JJ).o_) ブHJー
を).伝えにくい。今後、変化するかもしれないし。















報の共有 カ点iあ Jゑ主男り〉叉:二..二-一.~.!3引 .]"略l場会).一‘;了二二.二:抱f狂伝伝在在正:三.り.3朱主5土主ミ三.~.持た仇し.，家若家く庭り.子ζζ.一.ι.一-家家摩 lι.ユ ..土す吹ふι なな.一ρ-り江り.閑.1?~札l.ゑるλ
がい Jない.~~'.一..(!:P_ ill告)一...容;定!の与とを債務収集しずにも G 乏な 1') :孝支え玄白.'??た


























Table 1 カテゴリー. コード，発話例の一覧
発話例



















































.ルι だ三 τJι♂'J.1慨原]土だか.ら追う'..0).当然とたι一追っ ~ç~.山 7 んーだ、つ.てどヨ1:J.U/ も大
事。
心理:.¥教師と窓見.がj真?:t:.も1基茶的{三:ーとか五五定はしな.v'之すよね。食い違




























































































心理・[親がIJnf退(;.J.ヌ τ~.:.? みつ.1二ーな?~(\:.る j希.合品会~.\，:ので.1.. 号ヨ\，.Jときは 1
.祝交交λよヨーと..l-.支出現íL~.~:.?之‘いつ.よと -'-*.， ..f~.之る.よと.があ.り主:t.q .J王どもり




学級担任 :.(~ç.!二主J.LZ.L壬.ども ιi持.す五時報はjえす o あと.t.会議!三出支出 0.\'.: ま
すよj~.q..合弁弦.と.\'.:.?.x.1仁宏.~n:? 1".\.\.t.:_ー だ.¥.0 一(I:!JII告)‘ それこそ.一人50分以上
相談室に震いちゃいけないとかね...(仁1:1奇)ーーはじめきたときに.今日はだれだれ
とだれだれを見てくださいって言います。優先順位を付ける。
養護教諭・ 5:_:.絞り 1{1. 1: fl~1訣玄して.も.らヨ場企 ':J....;?(:り先生ιf京都があ):?.て九 f主な2:.-tf:ぜ
ζ?りつ (-攻が¥..?J主主!全:伐:支亡.りの長業!仔守切i開!現号走三日:丈之下亡J対拡相!~尽:1詰i万去を走.一-しな え @ι.~.や.し日.，け7土町なな、し
.~仕記長、菜主問位1: 含話誌‘き三‘立けA九主ばk心、.け J玄な Yでサよ jね:;)0 なので. この子が.Ji実に。 こういう
問題行動を起こしていると。この子の回り!惑はこのあたりにあると思うと。一!む
そのときには，在、が考えている見立てみたいなのも伝えます。







れは担任とは違うんでしょうか。> 違うんでしょうね・・・ (1村裕)・ー ・心の専門家だ
からっていうような思いがあるかもしれないですね。!.ミう主役.'，旦し?を型肝.l.~Ç.もーら
るE つズーし:j.宏:('.感もみる.かもーしれな日 1':す.い.例えば:...:?ι(主 1東員交蒸主的l二 ~T:~.
しないですよね。
心理I:，(担圧と.怠見ーが食し :i這う.と主l日立)， J室諜J教諭!の先生ーか.伝言?~もらうとた。






















学級担任 養護教諭 ，c.、珪!専!可J!設 正lコ泳三ft
yプiq二L舌口千口2ズf入y % 発話数 % JE二ヨ日I1う二米4ZI正 % 発話数 % 
清報共有Il寺の配慮制限調整 4 6.90 18 21.18 31 25.41 53 20.00 
相互の情報を補完する情報共有 7 12.07 10 11.76 17 13.93 34 12.83 
HI1時性 正確性を重慌した情報共有 12 20.69 11 12.94 δ イ、 2.46 26 9.81 
他i散種とは異なる視点の提供 3 5.17 9 10.59 14 11.48 26 9.81 
完全な共通JIHfiNを求めJ!0ぎない方10台 3 5.17 9 10.59 14 1.48 26 9.81 
役割分担に基づく援助方針の共有 / 12.07 6 7.06 9 7.38 フ2 8.30 
前向きなJIHliH 援助を促す伝j主 共有 。 0.00 4 4.71 16 13.11 20 門7.55
関係者の事例関与を促進する伝達 共有 8 13.79 6 7.06 3 2.46 17 6.12 
関係者の協力による{吉報伝達 共有 2 3.45 6 7.06 9 7.38 17 6.42 
他者からの助言 意見の安求 9 15.52 3 3.53 3 2.16 15 5.66 
{育報共有の基盤となる信頼関係の重視 3 5.17 3 3、53 3 2.46 9 3.40 
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